
活動内容と成果
国内の100か所(関東43、関西15、中部11、北陸11、
九州10、沖縄10)でマイクロプラスチックを採取・分
析し、用途や流出経路の特定に取り組んだ。
人工芝(グラウンドから流出)、コーティング肥料(水
田から流出)、シート類やロープ類(建築現場等から流
出)を明らかにした。
結果はホームページでオープンデータとして公開。
記者向け報告会を実施し10以上のテレビや新聞で取
り上げられた。
自民党・海洋プラスチック対策推進議員連盟、国連
環境計画など複数の政策提言機会を得た。

活動内容と成果
①�被災者自身による簡易型環境モニタリング
　�近辺の高等学校と連携し、環境教育の一環として住
民と生徒が共にトレーニング及びワークショップを
通じ、住民主体の環境モニタリングの手法を学んだ
②�住民参加型環境管理
　�環境汚染の住民への影響を低減するための簡便で
廉価な環境管理アプローチを構築した
③�住民組織のエンパワーメントと意思決定システム
への参加及び住民支援システムの構築
　�熱泥流事故によって生業を失った住民に水耕栽培
や小規模養殖業等の地域環境・資源依存型の生業
の導入を行った

課　題
マイクロプラスチックの流出は重要な問題だが、流
出経路や流出しやすい製品・用途等が明らかでなく、
対策を検討するにあたって、どこから手をつけて良
いのか分からない。

目　標
海洋に流出するマイクロプラスチックの「流出経路」
「用途(製品や使用目的)」が明らかになり、解決すべ
き問題が絞り込まれ、具体的な対策が立てられるよ
うになる。

課　題
2006年5月29日に東ジャワ州シドアルジョ県の天
然ガス掘削地で発生した熱泥流噴出事故は、8村2万
世帯もの避難者をうみながら今日も熱泥の噴出を続
けている。

目　標
熱泥流による環境汚染の影響低減のための技術的社
会的経済的スキルを住民が身につけること。そのた
め、①環境汚染の実態把握、②汚染の影響低減、③生
業構築の支援を行う。
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日本各地の河川・港湾における
プラスチックの浮遊状況調査

インドネシア共和国東ジャワ州
シドアルジョ地域における熱泥流被災者の
エンパワーメント

プラスチック採取の様子

地元植物種を用いた水質浄化法について学ぶ

プラスチック分析の様子

住民による熱泥噴出孔近くの大気
汚染測定

調査研究

はじめる助成

1年目

実　践

ひろげる助成

1年目

マイクロプラスチック
調査箇所数 100 か所

乾季・雨季各1回の
大気汚染測定 82 基

判明した主要な
流出経路の数 3 

浄水プラント建設 1 基

今年度計画の達成度 100 ％

今年度計画の達成度 75 ％

目標達成度 100 ％

目標達成度 50 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
2,000個以上の微細なプラスチック
片の色・成分・形状などの情報から
用途を推定するのに大変な労力と時
間を割いた。

■工夫した点
株式会社ピリカと共同でプラスチッ
ク片の分析プログラムを開発するな
ど、様々なプロセスを自動化・効率
化した。

■苦労した点
①�初期資金の不足により事業進行が
遅れた点
②�地方選挙や新型コロナウイルスの
流行によって、後半の事業が遅れ
たり延期となった点

■工夫した点
フォーカスグループ・ディスカッ
ションやワークショップを積み重
ね、事業への住民の疑問に丁寧に応
え、要望を事業に組み込んだ。

2020年度中に、水底の調査も含めた広範囲の調査実施体制を構築し、国内外300
地点で調査を実施する。流出プラスチックの用途特定範囲拡大、流出源探索、社会
認知向上、問題解決施策の開発を進める。

住民及び生徒による簡易型環境モニタリングのデータ収集・分析を行う。地元植物
を利用した水質浄化実験プラントのデータを蓄積する。州・県政府の関連部局と定
期的に意見交換を行い、相互の信頼関係を醸成する。

今後の
展望

今後の
展望

活動地域

活動地域

 関東、関西、中部、北陸、九州
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